
2018年 7月 21日 [ 土 ]
13 時 30 分～ 15 時 

中ノ堂 一信 氏（京都造形芸術大学 客員教授）

近代陶芸の 150 年 ー 技・匠からアート・個性へ

時 間

講 師

詳しくは裏面をご覧ください

記念講演会
桝本佳子　《平等院鳳凰堂／皿》　2015 年　兵庫陶芸美術館　撮影：KENSE

出石／出石改良陶磁器株式会社　《白磁貼花菊文籠形壺》　20 世紀初頭　兵庫陶芸美術館（田中寛コレクション）

淡路／淡陶社　《色絵花鳥図鉢》　19 世紀後半～ 20 世紀前半　兵庫陶芸美術館

上から



[ 自動車の場合 ]　※無料駐車場がございます。
・ 舞鶴若狭自動車道・三田西 IC より約 15 分
   または丹南篠山口 IC より約 20 分
・ 中国自動車道・滝野社 IC より国道 372 号を東へ約 30 分
・ 阪神方面より国道 176 号を北上し、三田市四ツ辻信号を左折約 15 分

[ JR・バスの場合 ]
・ JR 福知山線「相野駅」下車（大阪駅から約 50 分）
   駅前より神姫グリーンバス「兵庫陶芸美術館」、「こんだ薬師温泉」
  または「清水寺」行きで約 15 分、「兵庫陶芸美術館」下車
※ 「相野駅」からタクシーもご利用いただけます。

[ お申込・お問合わせ先 ]

 兵庫陶芸美術館  

〒669-2135　篠山市今田町上立杭４
 TEL　079-597-3965　
 FAX　079-597-3967　
 HP　http://www.mcart.jp

記念講演会「近代陶芸の 150 年－技・匠からアート・個性へ」

兵庫陶芸美術館 特別展　
県政 150 周年記念事業「ひょうごのやきもの 150 年ー技・匠からアート個性へ」　開催記念事業

近代陶芸の 150 年 ー 技・匠からアート・個性へ

講　師｜ 中ノ堂 一信  氏　（なかのどう・かずのぶ　京都造形芸術大学 客員教授）
1946 年京都市生まれ。立命館大学文学部史学科卒業。京都府立総合資料館学芸員、東京国立近代美術館研究員・主任
研究官、国立国際美術館学芸課長、京都造形芸術大学教授を経て、２０１２年より現職。近代および現代陶芸の展覧
会を数多く手掛ける。その他、各地での講演や展覧会の企画などにも携わる。主な著書に『京都窯業史』（淡交社）、『色
とかたちが奏でる美 富本憲吉のやきもの』（小学館）、『近代日本の陶芸家』（河原書店）、共著書に『楽と京焼』（講談
社）、『アジア陶芸史』（昭和堂）など。

日　時｜ 7月 21日 [土 ]　13 時 30 分～ 15 時（開場は 13 時）

会　場｜ 兵庫陶芸美術館　研修棟 1F　セミナー室
参加費｜ 無料　※ただし、本展観覧券（当日半券可）が必要です

 ご参加には事前にお申込みが必要です。（定員 110 名）
 チラシ下部の参加申込書をご記入のうえ、FAX か郵送で
 お送りください。
 お電話または当館ホームページからもお申込みいただけます。

記念講演会

詳　細

　明治期、日本の陶磁器製造は、主要な輸出産業の一つに数えられ、高い技術を持った職人達によって技巧的

に優れた製品が多く生み出されました。その後、明治後半から大正期に入ると、陶芸の世界にも近代デザイン

の導入や個の造形物としての芸術性を求める動きが現れます。さらに第二次世界大戦後は、新潮流のオブジェ

が台頭する一方で伝統技術を保護する制度も整備されていきました。

　本講演会では、陶磁器を取り巻く近代 150 年の歴史の概観を、“産業から個性創作の造形へ” という観点を

交えながらお話し頂きます。


